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※2 RPS法：Renewables Portfolio Standard 
 →電気事業者による新エネルギー等の利用に関する特別措置法 
※3 FIT法：Feed-in Tariff 
 →固定価格買取制度 
再生可能エネルギーのこれまで 
1990～ 2000～ 2010～ 1980～ 
パワーコンディショナ事業 
システム事業 
’82 10kWPCS※1 開発 ’96 自立運転機能付PCS 納入 ’98 小型分散PCS 納入 ’08 大容量PCS 納入 
日新電機は太陽光発電のパイオニアです 
’97 京都市某施設向け 
 100kW太陽光発電システム 納入 
’00 沖縄県某公共施設向け 
 195kW太陽光発電システム 納入 
’09 岡山県某民間企業向け 
 700kW太陽光発電システム 納入 
’13 愛媛県某民間企業向け 
 2,000kW太陽光発電システム 納入 




























日新電機のSPSS （SPSS：Smart Power Supply System） 
●敷地面積 ：186,700㎡ 















































































































































































































































































































EMS：Energy Management System（エネルギー管理システム） 
13 
Confidential 
電源系統の将来像 
システム構成イメージ（将来） 
電力貯蔵群 
（蓄電、蓄熱、水素貯蔵など） 
再エネ発電群 
（太陽光、風力、海洋エネなど） 
G 
基地内負荷 EMS 
電圧源 
蓄電池を電圧源とした再エネ率100%のシステムを目指す 
非常用 
発電機 
G G 
（将来撤去） 
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まとめと今後の課題 
南極昭和基地の再エネ発電における現状課題について、以下の対策案を提案した。 
まとめ 
① 太陽電池のひび割れ対策には、フレキシブルなど割れにくい製品の採用を提案
した。 
② 電源系統安定化を実現する為に、蓄電池を用いた短周期変動対策及び下
げ代確保を提案した。 
③ 発電機停止時の停電対策として前項の蓄電池を兼用することを提案した。 
南極昭和基地における電源の更なる再エネ化促進にあたり、以下を提案する。 
今後の課題 
① 太陽光発電や風力発電などの創エネ設備の更なる増設 
② 調整力として機能する蓄電池システムの導入 
③ ベース電源となり得る創エネ設備の導入 
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ご清聴ありがとうございました 
